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若
さ
駆
け
足
戻
ら
ぬ
時
間
今
は
切
な
く
厚
化
粧　
　
　
　
　
　
　

長
谷
川
悦
子

春
の
七
草
若
菜
の
力
再
起
促
す
粥
の
味　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
尾
青
蓮

一
つ
若
さ
を
否
応
無
し
に
奪
い
取
ら
れ
る
老
い
の
初
春　
　
　
　
　

高
橋
一
歩

義
父
の
梅
干
し
若
き
日
偲
ぶ
食
べ
て
感
謝
の
七
七
日　
　
　
　
　
　

沼
嵜
朋
香

美
浦
の
人
情
玄
関
先
に
誰
が
置
い
た
か
冬
野
菜　
　
　
　
　
　
　
　

石
戸
葎
華

猪
突
猛
進
若
け
り
ゃ
で
き
る
出
来
ぬ
七
度
目
年
男　
　
　
　
　
　
　

山
﨑
笑
子

摘
ん
だ
若
菜
で
一
足
早
く
友
と
食
す
る
初
春
の
味　
　
　
　
　
　
　

山
岡
亜
子

曲
が
り
腰
で
も
心
は
若
い
息
も
ぴ
っ
た
り
夫
婦
鍬　
　
　
　
　
　
　

飯
塚
筑
風

友
に
貰
っ
た
包
み
の
中
は
母
の
匂
い
の
若
菜
漬
け　
　
　
　
　
　

武
田
か
ず
お

元
気
い
っ
ぱ
い
溢
れ
る
若
さ
趣
味
と
散
歩
で
老
い
知
ら
ず　
　
　
　

伊
藤
葉
子

若
い
つ
も
り
で
頑
張
り
過
ぎ
て
上
が
る
血
圧
老
い
の
初
春　
　
　
　

田
島
草
実

若
い
力
で
真
っ
向
勝
負
綱
を
目
指
し
て
手
を
抜
く
な　
　
　
　
　
　

佐
藤
十
枝

土
手
に
菜
の
花
風
情
を
添
え
て
河
津
桜
は
咲
き
誇
る　
　
　
　
　
　

門
脇
悠
美

若
菜
食
し
て
健
康
長
寿
祈
り
新
た
な
年
女　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
薗
江
久
美

春
の
先
取
り
菜
花
の
料
理
食
べ
て
桜
の
開
花
待
つ　
　
　
　
　
　

小
池
き
よ
し

春
が
来
た
よ
と
遅
霜
払
い
菜
の
芽
行
列
今
朝
の
畑　
　
　
　
　
　

上
野
八
千
代

す
で
に
七
草
若
水
初
菜
長
寿
健
康
今
年
生
く　
　
　
　
　
　
　
　
　

塚
本
夏
雲

茜
雲
美
し
き
も
寂
し
冬
田
道　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
野
安
佐
子

初
日
の
出
わ
れ
に
五
体
の
あ
り
し
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

石
毛
恵
美
子

ふ
う
ふ
う
と
啜
る
七
草
息
災
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

海
道
民
子

た
ま
に
会
ふ
家
族
の
絆
お
で
ん
鍋　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
澤
は
し
め

元
朝
や
日
の
丸
の
赤
目
に
染
み
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

髙
柳
幸
子

子
の
会
話
聞
こ
え
た
ふ
り
よ
老
い
の
春　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
早
苗

追
羽
根
を
屋
根
に
残
し
て
夕
餉
か
な　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
島
輝
子

人
波
や
あ
ら
が
う
老
の
年
用
意　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
田
敏
笑

歩
を
止
め
て
一
句
よ
み
た
き
門
松
に　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
葉
よ
し
ゐ

一
文
字
は
「
福
」
と
祈
り
し
筆
始　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

松
本
秀
子

追
憶
に
ひ
た
る
一
時
古
日
記　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
﨑
き
み
枝

此
の
歳
も
同
じ
枯
れ
庭
見
て
佇
て
り　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宮
美
也
香

御
代
二
つ
生
き
て
沁
み
じ
み
除
夜
の
鐘　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

杉
本
藻
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スポーツ振興くじ（ｔｏｔｏ・ＢＩＧ）助成金を活用し

光と風の丘公園テニスコートの照明を新しくしました

スポーツ振興くじ助成金は、スポーツ振興くじ（ｔｏｔｏ・ＢＩＧ）の

収益をもとに、地方公共団体およびスポーツ団体が行うスポーツ振

興を目的とした事業に対し助成が行われるものです。

光と風の丘公園は５面のテニスコートがありますが、近年は照明の

老朽化による故障やひんぱんな球切れが起きていたことから、スポ

ーツ振興くじ（ｔｏｔｏ・ＢＩＧ）助成金を活用し、新しい照明へ交換

する工事を行いました。ＬＥＤ照明にすることで、省エネや環境負

荷の軽減にも寄与しています。

助 成 区 分　地域スポーツ施設整備助成

事業細目名　スポーツ競技施設等の整備

事　業　名　美浦村光と風の丘公園テニ

　　　　　　スコート照明更新工事

総 事 業 費　２０，８２７，８００円

【平成３０年度実施事業】

光と風の丘公園子ども広場に新しい遊具が設置されました光と風の丘公園子ども広場に新しい遊具が設置されました
「光と風の丘公園子ども広場」は３年にわたって遊具の整備を進めておりましたが、このたび新しい遊具

の設置が完了しました。楽しい遊具が増えましたので、ぜひ皆さん遊びにいらしてください。

◎新しい遊具（平成２８年～３０年にかけて順次設置しました）

スプリング遊具（ウマ、チョウチョ、かたつむり）、置物（パンダ、イヌ）、フリッポ

スライダー、チャンキートレッカー、ドームクライム、ナイスガーデン、モロコシ

サンバ、フレンドカップ、ＷＯシーソー

■問合せ　教育委員会生涯学習課（中央公民館内）☎０２９－８８５－４４５１

どんな
遊具かな


